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 油脂の主成分はトリアシルグリセロール（TAG）であるが、従来の分析の多くは脂肪酸組
成、あるいは、グリセロール骨格上の脂肪酸分布の測定であった。油脂の物性や栄養を評価
するためには、TAG として脂肪酸の組合せ（分子種）とその結合位置を知る必要があり、
これは TAG 異性体分析に他ならない。しかし、従来の多くの分析法では、TAG 位置異性
体、鏡像異性体を直接分離することはできなかった。 
 本研究は、TAG 異性体分析法の確立と天然油脂分析への応用を目的としている。著者ら
は、選択性の異なる逆相 HPLC を用いて TAG 位置異性体分析法を、さらに、キラル HPLC
を用いて TAG 鏡像異性体分析法を検討した。その結果、以下の分離条件が開発された。①
ポリメリック型 ODS カラムを用いた逆相 HPLC による C12 以上の飽和脂肪酸を少なくと
も１つ持つ TAG 位置異性体ペアの分離（第二章）、②C28 カラムを用いた逆相 HPLC によ
る長鎖飽和脂肪酸 2 分子と不飽和脂肪酸 1 分子が結合した TAG 位置異性体ペア（β-POP/β-
PPO 等，P：パルミチン酸，O：オレイン酸）の迅速な分離（第三章）、③多糖誘導体型キラ
ルカラムとリサイクル HPLC による sn-1,3 位に P と C18 の不飽和脂肪酸をもつ TAG 鏡像
異性体ペアの分離（第四章）。また、これらを天然脂質の分析に応用し、P と高度不飽和脂
肪酸（HUFA）を含む魚油、海獣油の TAG 位置異性体、鏡像異性体存在比を明らかにした。
海獣油は HUFA を sn-3 位に、魚油は sn-2 位に結合させる傾向が強いことが TAG として
も明らかになり、グリセロール骨格上の脂肪酸分布と一致していた（第五章）。また、乳脂
の中でエネルギー源として重要な P を含む TAG 位置異性体の存在比から、ヒトの母乳では
P は β 位に存在し、カプリン酸はラット、反芻動物で α 位に結合している傾向が強いこと
が明らかになった（第六章）。 
 本研究によって、天然の脂質に含まれる TAG 位置・鏡像異性体の具体的な存在比が初め
て明らかになった。これにより TAG の生合成経路上のアシル基転移酵素の基質特異性につ
いても考察することが可能となった。著者らの開発した TAG 異性体分析法は、様々な生物
や食品等に含まれる TAG の構造と機能の解明に有用であると考えられる。 
以上のことから、審査員一同は本論文提出者に対し、博士（農学）の学位を授与するに値
するものと判定した。 
 
－ 349 －
